
高強度繊維補強工法による

ガスパイプライン基礎補強
製造から長い年月が経った地下溝内ガスパイプラインのコンクリート基礎のなかには、

中性化、 コールドジョイント、 鉄筋の腐敗等で老朽化が進んだものが多数あります。

そんな基礎も、 比較的手軽高強度繊維補強工法を使用することによって、

もとの強度以上に回復させることができます。

写真／大井共同溝にて
　　　架台「S-135」

■施工手順 （一例）
基礎の劣化度により異なりますが、主にこのような手順で補修・補強いたします。

※日数は目安です。劣化度によって補修・補強ができない場合があります。
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下地処理 クラック注入

含浸剤塗布パテ成型

アラミド繊維巻付け 仕上処理

ケレン後、 樹脂の接着を良く
するためのプライマーを塗布。

クラックには、 注入用樹脂 ( タ
フロン G-2030) を充填します。

アラミド繊維の含浸剤（タフロ
ン AFコート）を塗布します。

欠損部にはパテ (A-1010) を
盛りつけ、 躯体の形に成型。

躯体に巻付け、 脱泡し密着さ
せた後、再度AFコートを塗布。

AFコートの硬化後、仕上剤(トッ
プコート) で表面を整えます。

施工前

施工後

施工中
(パテ成型後)



株式会社マンホール商会

■使用材料

■補強効果解説

■曲げ強さ試験

プライマー

タフロン TW-1P
含浸剤樹脂

タフロンAFコート(グレー)

仕上げ剤

トップコートAU
クラック注入剤

タフロン G-2030
パテ剤

タフロンパテA-1010
アラミド繊維シート

AK-40(10 ㎝× 50m)

こちらを基本として、躯体の状態や作業環境に合わせて材料を選択いたします。

　下図のように、4 種の供試体（無鉄筋）で曲げ強さ試験を行った。
A. ＝無垢　B. ＝切欠きを作ったもの（欠損のある躯体を再現）
C. ＝切欠きをパテで補修し、見かけ上無垢と同じ状態に戻したもの　
D. ＝パテ補修し、さらに AF コートを使用してアラミド繊維の巻付けを行ったもの

　アラミド繊維は鉄の 7 倍の引張強度
を持ちます。その特長を生かすために
は、コンクリートとアラミド繊維を可
能な限り密着させる必要があります。
当社で開発したエポキシ樹脂系含浸剤

「タフロン AF コート」を使い、適切に
施工することで、両者は強固に結びつ
き、コンクリート本体の耐力を飛躍的
に向上させることができます。

右図 ：施工イメージ
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A. 無垢 B. 切欠き有 C.パテ補修のみ D.パテ補修+アラミド巻付

N/㎟ N/㎟ N/㎟ N/㎟6.32 6.17 6.43 12.24

●供試体サイズ ：

100□×400(mm)

●数値 ：

破壊荷重（3本)の

平均値
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